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写真 2　村での検問の様子（2020 年 2月筆者撮影）
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４）https: / /www.who.int /csr /don/05- january-2020-
pneumonia-of-unkown-cause-china/en/（2020 年 3 月 20
日閲覧）
５）2019年 12月 30日から 2020年 1月 20日までの期間，中
国の SNSでは人から人への感染を疑うような書き込みや
当局の報道から逸脱するような書き込みは，当局によって
削除されただけではなく，報道によれば，当局によって
「デマ」を流したとして一部に拘束された者もいた．その
ため，湖北省を除く他省の一般の市民が新型コロナウイル
スへの警戒心を持つことはまずできなかったといえよう．
６）この男性は県内の山間部にある村落の出身者であった．
７）彼ら大学生を含めて鶴慶県出身で帰省中の者は，本文中の
1名を除き，新型コロナウイルスの PCR検査の結果，す
べて陰性であったという．
８）3月中旬には，インターネット上に氾濫した新型コロナウ
イルス関連の情報は当局にとって不都合なものが削除され
始めた．
９）村公所の状況に詳しい住民の話によると，若者を中心とし
たボランティアは村公所からの打診に前向きに協力したよ
うである．また，若者だけでは世代によって住民かどうか
分からないので，年配の人たちも少し参加する形で行われ，
目視で住民かどうかチェックしていた．
10）農村の春節休暇は一般的に，春節当日から元宵節のおよそ
2週間である．中国政府が定めた春節期間は毎年，およそ
1週間であるが，新型コロナウイルスが流行する 2020年
に限り，政府は農村で伝統的な春節期間である元宵節まで
延長し，春節明けの人々の移動を減らそうとした．
11）この村では，ほぼすべての世帯で主要な収入を農業に全く
依存していないため，畑仕事を放棄しても何ら生活に支障
が出るものではない．
12）普段なら村の住民の重要な娯楽である麻雀を打っていても
全く問題ないのだが，政府は新型コロナウイルス対策の中
で，人々が集まる行動を制限しており，麻雀も規制対象と
なっていた．
13）村住民の話によると，村での検問をなるべく止めるように
との県政府からの通達が村公所に来たのは 2月 26日ぐら
いだと言っていたので，同村では通達よりも早く自主的に
検問を解除したと言える．
参考文献
日本語
伊藤　孝　2017「自然災害に対する危機意識と実際の行動―
いて新たな感染者が出なかった．だが，事例の村は観光
地であるだけではなく，少なくない感染者が発生した麗
江や大理古城といった有名な観光地の地理的中間地点に
あり，村でいつ新たな感染者が出ても不思議ではなかっ
た．しかし，中国政府をはじめ地元の県政府までが新型
コロナウイルス対策を強化していた時，村では村の出入
口をしばらくの間，検問することはなかった．その後，
村公所主導で村の出入口の検問を始めたが，何も変わら
ない日々の状況に，住民は高い危機意識は長く維持でき
ず，まもなく後退していき，日常を再開しようとする動
きに移行してしまった．
　筆者が村を離れる直前には一部の銀加工の工房が仕事
を再開し始めていた．そして，その後，電話での追加の
聞き取りや村住民が投稿した SNSの情報などを総合す
ると，3月初旬にはほぼすべての銀加工品を作る工房，
それらを販売する店舗をはじめ，飲食店も再開し，3月
中旬には屋台も再開し，観光村としても再開し，もとの
状態にほぼ戻った．そして，5月のゴールデンウィーク
（労働節）には以前ほどではないが，多くの観光客も見
受けられた．
　最後に，2020年 3月以降，世界中で新型コロナウイ
ルスの大流行が発生している．各国様々な政策でコロナ
ウイルスの感染拡大防止に努めており，流行防止のため
の外出自粛要請や禁止命令が出されている．しかし，そ
うした強権的な法的規制によってロックダウンや移動制
限を実行しても一時的に新型コロナウイルス感染症の流
行は下火になるが，人々は規制が緩和されると次第に日
常を再開し始め，いわゆる「第 2波」，「第 3波」とよ
ばれる再度の流行を招いてしまっている．そして，人々
は危機意識の後退によって再開した日常から，再度の法
的な移動規制などの対策を行っても，人々は危機意識を
大して醸成できず，再度の対策はあまり功を奏さない可
能性が高い．
　本稿の事例は世界で起こった流行の中で採られた対策
と本質的に大差がない．こうした危機意識の後退を少し
でも防ぎ，高い危機意識を持続させることが新型コロナ
ウイルスをはじめ，新たな未知の流行性感染症を流行さ
せないために重要である．その一方で，人々は感染の危
険性がいまだ叫ばれていてもなお，日常生活を再開して
しまう傾向にあった．流行する感染症の収束よりも早い
日常生活の再開という時間のギャップこそがそうした感
染症を抑え込む際の人類共通の課題と言えよう．
日本福祉大学子ども発達学論集　第 13号
－ 57－
フィリピン・ヴィサヤ地域の場合―」『地学教育』69-4：
199-210．
中嶋建介　2005「感染症に対する危機意識―忘れないことの
重要性―」『日本獣医師会雑誌』58-6：351-352．
山本　匡　1997「危機による社会生成と自由の代償―危機管
理から危機対応支援へ―」『社会・経済システム』16：29-
35．
中国語
徐　景妍　2020「新冠肺炎下社区参与公共危機治理的路径研
究」『長沙民政職業技術学院学報』27-1：6-10．
徐　辛悦　2013「北京 “7.21” 防雨災害危機預警機制考量」『江
蘇警官学院学報』2013-2：62-67．
趙　阿興　2018「最佳危機管理是予防危機的発生」『公関世界』
2018-9：100．
